後期研修プログラム　麻酔･集中治療科コース
1、コースの概略
2年間の新臨床初期研修プログラム修了者を対象とします。
麻酔専門医、集中治療専門医、救急専門医を目指す後期研修を行います。
麻酔一般（開心術、開胸術、開頭術、腹部手術、整形、形成外科等）、緊急麻酔の十分な経験を積めます。
救急に関連した集中治療管理、敗血症、多発外傷、心肺停止蘇生後、ARDS/ALI等の疾患の全身管理、人工呼吸、血液浄化法の十分な経験を積めます。
救急外来勤務、ドクターカー勤務を行い、救急医療の十分な経験を積めます。希望があれば、救命救急センターと連携し、麻酔・集中治療・救急コースとして救急科専門医を取得することも可能です。
希望があれば、院内の他科、院外での研修も可能です。
2、目標取得資格
日本麻酔学会認定医、専門医
日本集中治療学会専門医
日本救急医学会救急科専門医
3、研修期間
3年間の研修を原則とします。
4、取得手技
· 全身麻酔、硬膜外麻酔、脊髄くも膜下麻酔、各種神経ブロック
· 各麻酔中の全身管理、循環モニター、呼吸モニターの使用、経食道エコー、超音波ガイド下神経ブロック
· 救急疾患中心の集中治療管理、血液浄化法、人工呼吸、補助循環の管理
· 救急外来から集中治療室、病棟、退院までの治療を主治医として行う。
· 救急外来トリアージ、ドクターカー業務。
5、診療科の指導体制
診療科医師数　12人
日本麻酔学会指導医6人、専門医2人、認定医3人
日本集中治療学会専門医　4人
日本救急医学会救急科専門医　2人（救命センター医師に3人いるため、合計5人）
6、診療科の実績と経験目標症例数
診療科の実績（2010年度）
・全手術件数4085例
・麻酔科関連手術件数　3095例
・全身麻酔数　2299例
・ICU903症例　集中治療科主治医症例93例+一般病棟患者
経験目標症例数
全身麻酔　年間300～400例
硬膜外麻酔　年間100～150例
脊髄くも膜下麻酔　年間70～100例
7、関連領域の研修に関して
・救急外来、救急部での勤務は希望すれば、救命救急センターと協力し、救急麻酔集中治療コースとして研修可能です。
・施設外での研修は相談に応じて可能です。なるべく、本人の希望に対応いたします。
・当院は小児麻酔数が少ないため、沖縄県立南部医療センターにて小児麻酔研修を行っています。
　　　過去の研修先；
　　　　　　　広島市民病院　麻酔集中治療科・救命センター、
　　　　　　　沖縄県立南部医療センター　麻酔科（小児外科研修）
8、その他
・当直は3-4回/月そのうち1-2回は救命救急センターでのトリアージ当直です。
・結婚、出産、育児等に関する労働形態は考慮、対応いたします。様々な働き方が可能です。
